
抗
腸
窒
扶
斯
菌
免
疫
凝
集
素
産
生
ニ
於
ケ

（
第
報
）

ル
「
イ

よー

""'-

ヂ

ン
」
現
象

京

都

帝

岡

大

事

撃

墜

部

外

科

撃

研

究

室
（
鳥
羽
円
教
授
指
導
）

ス
グ

ロ

パ

タ

ス

大
串
院
皐
生
豊
中士

勝

呂

何時

〔
内
容
妙
録
〕
陽
窃
一
挟
新
商
ヲ
寒
天
斜
面
上
＝
四
十
八
時
間
培
養
シ
9

ル
後
0
・入
T

九
%
食
胸
水
ヲ
以
テ
菌
液
ヲ
伶
リ
、
之
ヲ
搬
氏
六
十
度
／
水
浴
中
－て
T

一
時
間
加
熱
殺
前
シ
、

夏－一

0
・

五
%
／
割
合
＝
石
炭
隙
ヲ
加
へ
氷
室
中
三
静
置
ス
ル
事
一
一
一
日
ノ
後
無
前
的
＝
鴻
過
シ
テ
生
滅
液
ヲ
得
、
夏
目
？
生
溶
液
ノ

一
牛
ヨ
日
＝
一
十
分
煮
掛
川
液
ヲ
待

9
p
。
品
川
ホ
コ
／
総
液
ヲ
作
ル

－
一
周
ヒ
タ
リ
シ
食
磁
水
／
一
部
ハ
之
ヲ
痩
シ
置
キ
、

0
・
五
%
ノ
割
合
＝
石
炭
酸
ヲ
加
へ

テ
針
照韓
民
験
用
＝
供
シ
タ
リ。

隠
重
二
砥
内
外
ノ
家
兎
7
九
群
－
ご
ム
万
チ
各
群
三
頭
ヅ
、
ト
ナ
シ
寅
験
第
て
第
二
及
ビ
第
一一一
ト
モ
各
々
＝
一
頭
ヅ
、
一
騎
セ

シ
d
F
P
。
而
シ
テ
賀
験
第

一＝
於
テ
ハ
東
京
高市
岡
大
準
備
染

病
研
究
所
祭
賞
二
徐
ル
鱗
袋
一扶
斯
諸
問
「
ワ
ク
チ
ン
」

0
・五
路
加
前
詑
生
乃
至
煮
穂
波
又
ハ
食
堕
水
0
・
三
路
ヲ
、
自民
験
第
二
二
於
テ
ハ
同「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・五
銘
加
同
生
・煮
鴻
液
叉

ハ
食
腹

水

0
・
五
銘
ヲ
、
而
シ
テ
貸
験
第
三
－
一
於
テ
ハ
同
「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・
五
拡
加
同
生
・
煮
補
地
液
叉
ハ
食
間
関
水

7
0蛇
7
唯

一
阿
限
リ
耳
静
脈
ヨ
明
治
入
シ
、
注
射
前
及
ピ
法
射
後
三
日
目
・
五
日

目
・
七
日
目
・
十
H
目
・
十
五
日
目
・
二
十
日
目
・
二
十
五
日
目
ノ
八
回

三
旦
H
テ
採
血
ヲ
行
ヒ、

血
清
／
標
準
瞬
間
照
扶
新
商
浮
淋
液
－
一
針
ス
ル
凝
集
債
ノ
推
移
ヲ
追
究
シ
タ
P
。
然
ル
時
ハ

封
照
動
物
／
奥
へ
タ
ル
血
清
凝
集
債
ニ
貰
験
第
一
・
第
一
一
・
第
三
ト
モ
略
々
同
一
程
度
－
一
止

7
p
シ
ト
雌
「
ワ
ク
チ

ン
」
加
生
乃
半
煮
総
液
注
射
動
物
ノ
輿

へ
9
ル
血
清
凝
集
素
／
値
ρ

、寅

験
第
二
＝
於
テ
最
高
－
亡
V

テ
笈
験
第
一

之
－
二
車
ギ
、
寅
験
第
一
－
一
－－於
テ
最
低
ナ
F
キ
。
而
シ
テ
金
貸
験
ヲ
遁
ジ
テ
「
ワ
ク
チ
ン
」
加
煮
鴻
液
／
産
生
セ
シ
メ
タ
ル
血
清
凝
集
素
ノ
値
ハ
最
モ

早
期
ユ
最
高
俣
工
透
シ
、
ソ
ノ
免
疫
元
性
能
働
力
ノ
他
／
ニ
者
品
比
シ
優
秀
ナ
ル
事
ヲ
示
シ
夕
日
。
卸
チ
余
等
ハ
隣
家
挟
新
商
ハ
肉
汁
筏
養
－一一
於
テ
ノ

ミ
ナ
ラ
ズ
、

寒
天
鴻
養
＝
於
テ
モ

亦
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
7
産
生
ス
ル

モ
ノ
ナ
ル
事
ヲ
立
詩
シ
得
タ
リ

内

容

目

攻

－

、

緒

言

ニ
、
資
験
材
料

三
、
寅
験
方
法

四
、
凝
集
反
際
検
査
方
法

五
、
貧
験
結
果

A
、
寅
験
第
一

イ

、

所

見

ロ
、
所
見
概
括

第
五
拳

F園、

原

箸
』」

勝

呂

R
、
車
貝
験
第
二

ィ
、
所

見

ロ
、
所
見
概
括

c
、
資
験
第
＝
一

ィ
、
所

見

ロ
、
所
見
概
括

穴
、
所
見
惣
括
並
ビ
昌
一討
究

七

、

結

論

（第ムハ時
抗

二
九
〉



第
五
谷

F園、
原

司直

勝

呂

一
二
一
四

〈
第
六
競

。
、＿，

－
、
緒

「
イ
ム
ペ
ヂ
シ
」
現
象
A

従
来
試
験
管
内
各
種
血
清
皐
的
反
臆
説
ピ
－
一
動
物
韓
内
喰
蘭
現
象
－
一
於
－
プ
ノ

ミ
ナ
ラ
f
、
動
物
ノ
後
天
的
全
身
乃
至

局
所
見
疫
獲
得
ノ
質
際
－
一
ア
タ
リ
ア
モ
亦
明
白
ニ
立
読
セ
フ
レ
タ
Y
所
ナ
リ
ト
ス
。
而
ジ
47
免
疫
凝
集
素
産
生
上
ノ
「
イ
ム
ペ

ヂ
ン
」
現
象
－
一

閥
ジ
ア
A

高
松
氏
ノ
大
腸
菌
並
ピ
ュ
一
腸
窒
扶
斯
菌
、
藤
森
氏
ノ
虎
列
刺
菌
、
山
本
氏
ノ
肺
尖
商
、
都
築
氏
ノ
「
バ

ラ
」
窒
扶
斯
A
、
R
商
投
ピ
四
一

勝
笠
扶
斯
蘭
ニ
於
ケ
U
F

研
究
ア

y
。
余
等
毛
亦
嚢
－
一
腸
窒
扶
斯
菌
肉
汁
培
養
描
液
ヲ
免
疫
元
ト
震
シ
ア
動
物
－
一
注
射
シ
、
以
－プ
免
疫
凝
集
素
産

生
ノ
場
合
－
一
一
於
ケ
Y
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ヲ
立
讃
シ
タ
リ
（
東
京
酔
官
接
a

曾
雑
誌
第
四
十
二
審
第

一
蹴
昭
和
三
年
一
月
廿
五
日
塞
照
）
。

倍
－
プ
思
師
烏
潟
数
授
ノ
皐
説
－
一
従
ヘ
バ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
A

細
菌
ガ
人
工
培
養
基
上
或
A

動
物
組
織
内
ニ
耐
震
育
ス
U
F

際
－
二
産
生
ス

Y

一
種
ノ

物
質
（
詳
ジ
ク
臼
ヘ
バ
物
質
ニ
荷
A

レ
タ
Y
勢
力
，ナ

y
。
従
－
プ
細
菌
A

甲
／
培
養
基
－
一
ア
A

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ヲ
産
生
シ

、
乙
ノ
培
養
基
－
一

於
ア

λ

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ヲ
産
生
セ
ズ
ト
云
プ
ガ
如
キ
モ
ノ
ニ
非
ズ
シ
ア
、
原
則
的
ユ
A

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
L
ノ
存
在
ガ
細
菌
ノ
液
朕
培
養
－
一
就
キ
ア
立
讃

セ
ク
V

タ
Y
昨
λ

其
ノ
問
形
培
養
一
一
炉
、
－
プ
モ
亦
読
明
セ
－
y
y
Jベ
キ
毛
ノ
ナ
リ
。
然
y
z
「
イ
ム

ペ
ヂ
ン
」
皐
説
－
一
反
封
ス

Y

コ
ト
ヲ
唯

一
ノ
目
的

ト
ス

Y

一
部
ノ
研
究
者
A

何
等
精
細
ナ
Y
貰
験
ヲ
貫
λ

M

F

コ
ト
無
ジ
ニ
、
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
A

肉
汁
培
養
－
一
－
7

A

詩
明
セ

ラ
レ

タ
レ
ド
モ
問

形
寒
天
培
養
－
一
就
キ
ア
λ

立
讃
セ

ラ
レ

ザ
リ
キ
一
五
々
ト
放
言
セ

y
。

余
等
A

蕊
ニ
本
研
究
第
一
報
記
載
ノ
賞
駿
－
一
使
用
シ
タ
リ
シ
ト
同
一
勝
窒
扶
斯
蘭
株
ノ
寒
天
培
養
ヲ
用
ヒ
ア
兎
疫
磁
集
素
産
生
ノ
朕
熊
才
ノ

検
ジ
、
以

e

ア
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
A

巣
シ
ア
肉
汁
培
養
ノ
ミ
－
一
限
Y

モ
ノ

ニ
ジ
テ
固
形
培
養
中

－
二
康
生
セ
一
ブ
レ
ザ
Y

モ
ノ
ナ
Y

カ
否
カ

ア
知
－フ
ン

ト
欲
ス
。
是

ν
本
質
駿
ノ
主
要
ナ
Y
目
的
ナ
リ
。

言
叫考－n
 

（
一
）
賞
験
動
物
、
鱒
重
二
研
内
外
ノ
純
白
家
兎
ヲ
九
群
－
一
分
チ
各
群
三
頭
ヅ
ツ
ト
ナ
シ
タ
リ
o
y
ノ
F
．
常
血
清
ノ
標
準
脇
窒
扶
斯
菌
浮
瀞
液

－一一割

ス
Y
凝
集
偵

A
0
・0
一
二
五
以
下
ナ

y
キ。

（
二
）
注
射
材
料

二
、
賓

輪

キオ



田
・
、
腸
窒
扶
斯
菌
「
ワ
ク
チ
ン
L
、
昭
和
二
年
一
月
十
四
日
製
造
ノ
東
京
帝
国
大
皐
侍
染
病
研
究
所
接
費
ノ
強
防
用
腸
墾
扶
斯
蘭
「
ヲ
ク
チ

ン
」
ニ
シ
テ
、
ソ
ノ
一
・

O
耗
中
ニ
合
マ
レ
タ
Y
菌
量
A

烏
潟
数
授
ノ
沈
澱
計
－
一
ア
測
リ
タ
Y

－一約

0
・
0
0
0七
蛇
ナ
リ
キ
。

乙
、
腸
窒
扶
斯
耐
寒
天
培
養
生
浦
被
（
N
－
Y
）
、
腸
窒
扶
斯
菌
ァ
寒
天
斜
面
上
ニ
捷
養
ス
w
F

コ
ト
四
十
八
時
間
ノ
後
、
菌
苔
ヲ

0
・
八
五

%
食
離
水
ヲ
以
－
7
洗
ヒ
落
シ
－
プ
蘭
浮
瀞
液
ヲ
作

y
、
之
ヲ
縮
氏
ム
ハ
十
度
ノ
重
湯
煎
中
－
一
47

一
時
間
加
熱
殺
菌
シ
、
更
ニ

0
・五
%
ノ
割
合
－
一
石

山
政
椴
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ヲ
三
日
間
水
草
内
ニ
静
置
ジ
、
然
Y
後
ジ

戸
ペ

Y

シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
陶
土
摘
、
過
器
ヲ
以
－
ア
無
菌
的
－
一
一
摘
過
シ
b
y

y

モ
ノ

ナ
リ
。
判
シ
的
浮
併
液
一
・

O
耗
中
ノ
商
量

A
0・
0
0
二
八
艶
弾
、
ナ
リ
キ
。

丙
、
腸
窒
扶
斯
菌
寒
天
培
養
業
協
液
（
M
U
－
K
三
十
分
）
、
前
記
乙
ノ
一
宇
ァ
姉
氏
百
度
ニ
ア
沸
勝
シ
ッ
、
ァ
Y
重
湯
煎
中
－
一
－
プ
三
十
分
間

賞
沸
シ
Y

W

F

モ
ノ

ナ
リ
。
此
際
沈
澱
物
乃
至
A

掴
濁
等
ア
費
生
セ
ザ
リ
キ

J

丁
、
食
聴
水
、
前
記
生
・
業
雨
崎
被
ノ
母
液
タ

Y
菌
浮
瀞
液
ヲ
作
w
F

ユ
用
ヒ
シ

0
・
八
五
%
食
堕
水
ノ

一
部
ア
残
シ
鐙
キ
タ
Y

モ
ノ
ュ

0
・

五

%
’ノ
割
合
－
一
石
山
‘
衣
服
ヲ
加
へ
－
ア
封
照
加
ニ
供
シ
タ

y
。

三
、
凝
集
反
臆
検
査
用
標
準
腸
窒
扶
斯
菌
浮
瀞
液
、
浅
川
氏
腸
窒
扶
斯
診
断
液
ノ
原
液
ヲ

0
・
入
五
折
食
間
水
ヲ
以
－
7
五
倍
－
一
一
柿
耕
シ
タ

y

壬
ノ
ニ
シ
ア
、
余
等
A

金
賞
験
ヲ
通
ジ
ア
同
一
材
料
ア
使
用
ス
ペ
キ
コ
ト
ヲ
必
要
保
件
ト
鴬
hv
該
菌
浮
瀞
液
ヲ
瑛
メ
同
一
容
器
中
二
多
量
－
一
製

シ
置
キ
タ

y
。
而
ジ
ア
コ
ノ
標
準
菌
洋
瀞
滅
ノ

7

0沌
ノ
菌
量
A

約

0
・
0
0
一
四
托
ナ
リ
キ
。

三
、
賓

膿
重
二
研
内
外
ノ
純
白
家
兎
ヲ
九
群
－
一
分
チ
各
群
ヲ
任
意
－
一
三
頭
宛
ト
ナ
シ
b
y
y
o
而
シ
ア
次
－
一
記
載
ス

Y
如
ク
各
群
ノ
家
兎
’
一
各
種
免
疫

元
ア

一
回
限
リ
耳
静
脈
ヨ

y
注
入
ジ
ア
注
射
前
及
ピ
注
射
後
三
日
目
・
五
日
目
・
七
日
目
・
十
日
目
・
十
五
日
目
・
二
十
日
目
・
二
十
五
日
目
ノ
八

回－一

一日
一リ
ノ
ア
耳
静
脈
ヨ
ヲ
採
血
ジ
以
ア

y
ノ
血
清
ノ
標
準
腸
窒
扶
斯
菌
浮
瀞
液
－
一
封
ス

Y
凝
集
債
ヲ
比
綾
考
察
ジ
タ
リ
。

家
兎
第
一
群
、
生
滅
液

0
・
三
加
僻
研
腸
窒
扶
斯
蘭
「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・
五
括
詮
射

家
兎
第
二
群
、
業
憾
液

0
・

三

加

「

ワ

ク

チ

ン

」

0
・
五
粍
注
射

駿

方

迭
同

第
五
島
信

F『

原

議
L」

勝

呂

一
二
一
五

〈
第
六
披

、d



第
五
経

F『

原

司E....... 

家
兎
第
三
群
、
食
鴨
水
0
・
三
加

家
兎
第
四
群
、
生
滅
液
0
・
五
加

家
兎
第
五
群
、
業
鴻
液

0
・五
加

家
兎
第
六
群
、
食
鞭
水

0
・五
加

家
兎
第
七
群
、
生
櫨
液

一
・
O
加

家
兎
第
八
群
、
業
鴻
液
了

O
加 勝

呂

一
一一一六

（第
六
競

一一一二）

同伊l同－
 

E

抑同同

「ワ

ク
チ
ン
」
0
・
玉
托
注
射

「ワ

ク
チ

ン」
0
・五
括
注
射

「ヲ

ク
チ

ン」
0
・五
托
注
射

「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・五
托
注
射

「ヲ

ク
チ
ン
」
0
・
五
托
注
射

「ワ

ク
チ
ン
」
0
・五
托
注
射

家
兎
第
九
群
、
食
糧
水

一
・
O
加

目
、
凝
集
反
腰
償
査
方
涜

凝
集
反
騰
検
査
方
法
ニ
閥
ジ
ア
A

余
等
A

本
研
究
ノ
第
一
報
－
一一於
e

プ
詳
逃
シ
タ
リノ
（第

一
報
委
照
）
。

五
、
賓

験

A
、
質

同

結

果

「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・
五
経
注
射

本
質
駿
－
一
一
炉
、
－
プ
A

家
兎
第

一
群－一
A

生
臓
破
0
・三
耗
加
侍
研
腸
窒
扶
斯
菌
「
ワ

ク
チ
ン

L
0
・
五
耗
ァ
、

第
二
群

－
二
業
減
液

0
・三
一
括
加

験

第

タ

y
。

侍
研
「
ワ
ク
チ

ン」

0
・
五
耗
ヲ
、
而
シ
ア
第
三
群
－
二
食
関
水

0
・一二
托
加
侍
研
ー
ワ

ク
チ

ン
」
0
・
五
括
ヲ
夫
々

一
回
限
リ
耳
静
脈

ヨ
リノ
轍
迭
ジ

而
ジ
ア
注
射
前
ド
注
射
後
三
日
目
・
五
日
目
・
七
日
目
・
十
日
目
・
十
五
日
目
・
二
十
日
目
及
ピ
二
十
五
日
目
ノ
八
回
ュ

一日一

y
採
血
シ
－7
血
清
ヲ

採
取
シ
、
以
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第 一 表 甲 .N.F0.3＋ιワクチン寸0.5ccru.注射家兎 No.61 （第一間I参照）

血 日 間（欄〉｜却 I40 I曲｜帥 I1帥 I~oo I酬 ｜醐 1醐 11醐 J2.000 J 4酬 15.醐 i蜘｜盈
量（括） I ,051.o引.02j ,0125 I ,01 I叫

標 準 菌 液 〈 姥＞ I 1.0 1 1.0 J i.o I i ~o J 1.0 j, 1.0 I 1.0 I 1.0 I i.o I i.o J 1.0 / 1.0 J i.o / i.o さ

注 身す 前 ／ ＋＋ J+l-1~ 1 -1 二 I -I -J -I -.J -I -I一｜一 I2.050 

凝
三日目｜情｜情｜怖 I++ I + I + I -I -I -I -I -I -I -I -I 2・000 

注 五 日 目 ｜ 附 ｜ 怖 ｜ 俳 ｜怖 l情｜＋＋｜＋＋ ｜＋＋｜－｜－｜－｜－｜一 J-J 2.000 
集

七日目｜悦｜情｜怖 ｜情｜情｜情｜＋＋ ｜＋＋｜一 I-I -I -I一｜ 一 J2.050 

反 射 十日目｜情 l情 ｜ 情｜情 ｜情 I++ I + I -I一 J-I -I -I一 I-I 2.100 

際
十五日目｜ ω｜ 怖 ｜ 情｜怖 ｜刑 I++ I + I -I一｜一 I-I -I一 ｜一 J2.150 

後 二 十 日 目 ｜ 情 ｜ 情 ｜ 怖｜怖 ｜叶 I++ I + I -I -I -I -I -I -I -I 2.170 
l二十五日目｜怖｜情 l併 ｜ 怖 ｜怖｜＋＋｜ + I -I -I -1 - j -j -I -I 2.200 

第一表乙 F.K0.3 ~ Lワクチン寸0.5cc凶・注射家兎 No.69 （第一園E参照）

血清稀棒度引き数） I 20 I 40 I 50 I 80 I I 00 I 200 I判 i500 ／刈011.000 J 2州 4.0叫s州 針照｜ 怪

問 問問 I.05 I ,0251 .02 I，州，01 1,0051 ，州~I~両一｜：…， ,00侃

標 準 薗 液 （ 銘 ） I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I Iο I 1.0 I 1.0 I LO I 1.0 Iミう

法 射 前 ｜ ＋ 「 戸 － ， - I -I -I -I -I -I -I -I -I -I一 戸 7三050
凝 l l三 日 目 ｜僻「日＋＋／＋＋ ／＋［＋／－ ！－／一 I-I -I -I -I -I 2・000 

事R附4事 【図解】 盟主坦 1111・μ （総K告書 111111) 



事官凶4草 【国量 得】 st D{J い11< （~~（銭 llli'n)

集

詮l五回目｜情 ｜併1紳 i惜｜情｜件｜朴 i件I-I -I一l-I I l 1削
射石日目｜畔 ｜併｜俳 ｜柵｜併｜併 i++l++l-l-l-1一I-I -I 1.7伺

反 十日目｜情 ｜情｜僻｜怖 ｜併I++ I ++ I + I -I -I -I -I -I -I i.500 

際 後 十五日目 ｜刑｜情｜情 ｜情｜情I++ I + I -I -I -I -I -I -I -I i.s00 
二十日目 l情｜怖｜叶 ｜冊｜併 I++ i + I -I -I -i -I -I -I -I 1.25o 
二十五日目｜併｜併｜情｜怖 1併｜＋＋｜ + I - ｜一 I -I -I -I -I -l i.200 

・－表丙 食麗71'0.3ヘワクチン寸0.5ccm.注射家兎 No.65 （第一園E参照）

血清稀得度Cf撒） I 20 J 40 I 50 i so J 100 I 200 I 400 I 500 I soo J 1州 2州 4州 5州蜘 題

血清制使用量（耗） I ,05 I ,0251 . o~ I，肌Iル1, ,OOii I。叫I,002 i’001251ド州｜ド附 j.oo叫，,o州｜諸1.0表 重（ 

標準喪i 甑括） I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I i.oい.oI i.o i i.o I 1.0 r i.o I i.o I i.o I i.o I i.o き
注 皇す 前 I++ I ++ I + I + I -I -! -: -i -I -I一｜一 I-J -I 2.100 

凝
三日目｜併 ｜怖I++I++ I+ I+ I -i -1-1-1-1. -1-1-12郎

注 五日目 ｜情｜情｜怖 1++ I + I + I -I -I -I -l -l = ・1 -I -I 2・000 
集 七回目 ｜情！怖I++ I件｜＋｜＋｜ー1-1 l-T-1-1一I-I 2.100 
反 射 十日目｜怖 ｜怖I~＋ I ++ I + I -I -I -I -I一！一｜一｜－ ｜－

際
十五日目｜併｜怖 J++l++l+l-1-1-1ー｜－｜ーI-I -I -I 2.000 

後二十日目 ｜情I++ I tt I ++ I + I -I -I -I -I -I -I -I -I -I 2・050 
｜二十胡目｜併 I++ I ++ I + I + I -I -I -I -I -I -I -! -I -I i.95o 



同一・ー・ー制緩域0 ・ 11 1寝「 I;'-~ か λ 」0・同誠元思議

同一一一脈型車爆0・111異「b h 昔、 λ」0・同規喜高

田 町一一一一 綿密長0・11¥異「i;'-.1:¥ホ λ」0・同銀親友

I~ 

司

町、

話回柑酬がみ｜｜

団hト同｜同lie－

号、川明

記ヰ

ミ附

。同時

，－ー「

I J 
o--f; 

同ゆ 時，f

l 
l ーーー

i～：ー ‘、－J 一。qNご＝
~ .い 3差
是 ！日 屯~ ・4! 

朝長

匿

< 
") 

血清務緯度 慨） I 20 I 40了50I 80 I 100 I 200 I 4'JO I 5川80'.)11.000 12州4.000,5.州蜘i
I ,051 ,025 f ,02 j .ow; I .01 I，叫州，002,,0吋川。山叫0002j矧

液（邦＞ I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I l.0 I i.o 1 
前い＋ ｜＋ 「了｜一 1-1-1-1-1-1-1-1-1-1・＝－戸4oO

~ 1 ｜三 日司7下＋＋ l++l+l+I＋トト トト ト ト 卜 卜 I2.350 
注！五日目 ｜怖｜刑｜怖 ｜情I++ I + I + I + I -I・ -I一I-I -i - I 2-350 

·－~－－ 9- --i日 I ttt I川情 ItitJ +I+ I→｜一I-! －下了－：て下寸三350
射 1＋日目l悦｜怖｜悦｜併｜怖い＋1+1-1-1-1-1－「－! -! 2 .. 350 

十五日目 l悦｜情｜悦｜怖！怖I+ I -I -I -I -I -I -I -I -I 2.0°0 

飽

重
〈
京
〉

... 
N.F0.3十Lワクチン寸0.5ccm.注射

血清絡遡使用量（土砂

反

菌

第二表甲

準標

集

111同〉（総~（費量Ill I~· 日日~ 縛】【民

後

草t民~

際



11¥ 4く）

I -I 2.450 
I -I 2必 O

（総~（官長111110 

二十日目 ｜怖l柵｜情｜情｜朴｜＋ ｜－｜－｜－ ｜一I-f -I 
E示司王｜長－1－－；－，針 I＋＋庁l-1-1-1-1-1一｜

、， .5ccm註射家兎 No.68 （第二個Hi照〉

otl 量主【園長 樽］事告尚~

朝使用盈ω ｜引，判叶，o叶 刈｜叫州川吋 叫 o州吋，00ベ
標準関液（銘） I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I 1.0 I 3 

注 身す 前｜＋＋｜＋｜－ ｜－｜－｜一 I-I -I一I-I -I --I -I -I 2おO
凝

三日目｜暢 IHI件｜仲 I+ I + I -I -I -I -.-1 -I一I-I -I 1.!liO 
法 五日目｜怖 ｜併｜怖｜怖 J++J++J+J-1- モゴー－｜ー I-I -I L!l3o 

集 七日目 ｜僻｜併｜情l情｜併｜＋＋ ｜＋｜＋｜－ ｜－｜－｜一 I-I -I i.soo 
反 射 ト日目｜併｜情 l惜｜怖I++I+ l-1-l-1-1-1-1-I-I 1制
際

十五日目 ｜怖｜情｜情 I++ I + I + I一｜一｜一｜ー ｜一｜一｜－ ｜一J2.000 
後三~~上ιI~十：：汗~~ 1 +1+ 1 － ~ ｜ート ｜ート I-J --t-2.醐

二十五日目 ｜ ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 一｜ ー｜ 一｜ 一I -I -I -I -i 2・ 0 

第二表乙

食堕＊0.3ヘワクチン守0.5ccm.法射家兎 No.64 （第二圃E参照）

怪

第二表丙

血清稀鰐度（倍数） ｜却I40 I 50 I so I 100 I却oI 400 / 500 I soo 11州2州 4州5州蜘｜
血清制使用量偶） ｜ペル25／叫01251,01 1川州，叫o吋，001, ,0005 , ,0叫 0002）耕

液（銘＞i 1.0 I i.o I 1.0 I i.o I i.o I 1.0 I i.o I 1.0 1 i.o I i.o 1 i.o 1 i.o 1 i.o r 1.0 / 
重
（
叉
〉荷準標
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S農民~ 【幽縛1 ~ Dll I 111111 （~4.~録 Ill<) 

第三表甲 N.F0.3+Lワクチン，0.5ccm.注射家兎 No.62 （第三国I参照）

血清稀緯度（f撒） I 20 J 40 I 50 I so I ioo I 200 I 40l》！500 I soo 11州 2叫 4州5州糊 億

血清絡封使用量（民）卜o5卜0251,02 i ,o吋，01I，叫判的2/ .00125：川Iン… 重
r’、
、京-' 

標準京i 液（耗） I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 ! 1.0 I 1.0 I 1.0 I I .O I 1 .o : 1.0 ! 1.0 ! 1.0 I 1.0 
注射前 I++, J + I -I -I -I -I -I -I －一 ；一 ｜ー I-I -1 

凝，
三日目｜併｜情｜＋＋ ｜＋ ｜←｜一 ｜プ｜一｜一一 I-i -i -I -i uoo 
五日目 Ittt I怖 ！+t I ++ I + I + I -I.:-I - 一 ！ー ！- I -I -I 1 80 
ヒ日目 Ittt I情 1++1++1+1+1-1-1- -i -Iー 1-1-11.!削

十日目｜怖｜情 l++l++-1 +1-I一 ｜一｜一 -1-1-1-1-11側

感 後

十五日目｜情｜怖 i++Jttj+l-1-1一｜一 ー ｜一 1-1-1-1190
二：1・日目 ｜怖 jtttl++l++l+l-1-1-1- -1-1-1-1-11川
二十五日目 ｜怖 jtttj++l++i+J-1-1一 ｜ 一 - I - I -I -I一 Ii制

第三表乙 F.K0.3+Lワクチ y,0.5cr.m・注射家苑 No.67 （第三間E参照）

竺竺竺穣皮〈佐敏＞ I 20 i 40 I 50 Iぬ I100 I 2叶 400I 500 l~J i.ooリ側oi 4.ooo j 5.ooo I蜘｜ 骨量・

血清酬同情〉｜叶，叫，02/ ,o吋 ρ1I，叫0025/ ,002 [ ,00125¥ ,001 / .o⑪051’ 

標 準 菌 液 （ 路 ＞ I i.o I i.o I i.o I i.o 1 i.o I i.o i 1.0 I i.o 1 i.o I i.o I i.o I i.o I i.o I i.o 1ミ; 

｜ 注 射 前 ｜＋＋｜ー｜－ ｜『 ｜『 ｜－ ｜－ ｜－｜－ ｜一 1 守 i~ I由 ｜ー I1 800 
凝｜ ｜三日目｜栂｜朴｜朴 1+1+1-1-1-1一 ｜一 I-: -I ~ I一 Ii.150 



注五日目 l情｜怖 1情｜悦｜怖I+ I + I -I ~ I -1--I -I -I -I 1-s00 

集 七日目｜鮒｜骨 l情｜併 ｜冊｜怖 l++l+l-1-1-1一I-I -I 1.850 
~t 

十日目｜怖｜併｜併｜併 l++l++l-1-1-!-1-I一I-I -I l.800 反

際、 後
十五日目 ｜併｜情｜怖い I+ I一「ごi-I -l = Iー・I-I--I = i 1側

二十日目 ｜情｜併1情↑＋＋ I + I -i -1 -i - I -I _,, I --I --I -I 2-000 

二十五日目｜怖｜怖｜畔 I++ I + I -I -I -i - 1 一I -I -I 一I -I 2.100 

第 三 表 丙 食趨水0.3ゐ Lワクチン寸0.5ccm.法射家兎 No.6u （第三園E参照）

血清問問） I 20 ; 40 1_ 50 1 80 1川 2()0I .io；） 竺｜お）（）! 1割竺I) 4.＂刊

血清制使用量（泥） I ,o.s i .t凶 i,02 i ,OJ判I,01 i ，川a州I,002 ! ,0012;1 ,001 I ,o似lo吋｜，州i会厳1.0 重（ 

標 準高抑） I 1.0 I 1.0 I 1.0 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 1.0 ! l.0 I 1.0 I ] .0 1.0 I 1.0 I 1.0 I 3 

一注射前｜ 川 ＋ I -I -I -I一I-I一円 ：-I -I -I -I -I 2・300 

凝
三日目｜情｜＋＋｜ ベL＿~＿.l＿~J －ト I-I -I -I － トト ト I2.:ioo 

法 五日目｜併｜情｜怖 ｜朴I+ I -I一｜一 I-I -I一I-I -i - I 2.2so 

集 七日目｜情｜叶｜怖｜＋＋ ｜＋｜－｜一 I-I -I -I -I -I -I -I 2:ioo 

~ 射 十日目 ｜情｜怖｜怖 J++J+l-1-1-1一t- I -I -I -I一I2.250 

際、
十五日目｜悦｜情 I++ I + Iー｜ー 1-1-1-1-1-1-1-1ーI2.100 

後 二十日目 ｜情｜怖 I++ I ++ k + 1 - I -I -I -l -:. I一｜ー恥｜ー ｜一j2.000 

二十五日目｜併 ｜ι而 F司＋ I －ト ト トトトトト ト J2.000 

事長｝付. 【回目 御1 t Ill! 1 1111 '.11 （綬K鍋 111 ~）
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HヰSI)（撚4~告書

血清絶封悶（銘） ｜ 川 ｜』川 J.01ベ.01 I 
液（銘） I 1.0 ! i.o I i.o ! i.o I i.o I 1.0 I 1.0 I i.o I i.o I 1.o I 1.0 I 1.0 I i.o I i.o 1ぎ

法身~｝：：－~~=--i －－~－＇ .~.」－ぐ｜工！二＿L二」二J -I二I-I二竺
日目 ｜叶i情｜併｜朴 I++I+ 1-1-1-1-1--l -1-1一I2.000 

注：:11. 日目 ｜情｜叶｜併｜柵 ｜情｜＋｜＋｜一｜一 I-I -I -I -I -I 2 000」

日目｜併 ｜料｜併 ｜併｜怖I++ I + I -I -I -I -I -I -I -I 2.000 
反 ｜ 射 ｜土王E玉］~－~－~J~L斗＋ ト ｜－｜ー にとl-=-1_二上豆
態｜ ｜土三日－！ア－｜ 竺！？｜叶 ＇－~－ I + f + tーI-I -Iーにじ上一」 竺

門｜三土竺喧？｜ト併 I~－ ~ I + I ＋ ［＿二｜－｜－｜二よ二I~－_I_= _I :·15~ 
｜ ｜二十五日目 ｜附｜併｜叶｜ 併｜＋＋！＋ [+l-!-l-l-l-l-l-i2却 O

憶

I IJll: < 自長 !l{1 (I!!島 樽1事農民~

事量

集

商標 準

食糧水（（）＋Lワクチン寸0.5ccm.注射 家 兎 No.52 （第:ill函E参照）

血消稀穆 度〈倍数） I 20 I 40 I M I 80 j 100 I 200 I引）（） I品00I 800 i I川？叫4.oooI品.0( 鋳H~ I 

血清絡封使用量（t0 ! .－~51 ’叩5 : ... ＇リ一l可~可…［ふ｜；ι： ·：~01 f,oo侃

標 準 諜i 液（泥） I i.o I i.o 1 1.0 I 1.0 I i.o 1 i.o ! 1.0 I 1.0 1 i.o I 1.0 1 1.0 1 1什 1.0I 1川
「E一五 前 I~川＋｜＋トト I -I ~l戸丁て下一一戸 I -I －「了戸了。－

lfk I i三日l土｜＋ ｜＋｜三」＿＝：l二｜二｜二よ二l二 二..I －卜 ｜ートUJ50
l 法｜五日目｜情 ｜紳l怖｜滑｜情｜＋｜＋ ｜－｜一｜－ ｜一I-I -I一I1.850 
射 l~~－~_J filj 怖｜併 ｜ 怖い｜＋ ト ト I － ト ト Fl~豆

憾I

重
（
京
）

第九表 i可



反

隠

十日 目！：怖｜ 榊｜情IH i H I + I -I -I -j -I -I -I -I -I l.SOO 

後 i十五日目 ｜悦｜刊十 ｜＋＋ ｜＋｜＋｜一 ｜ I -I -I -I -J - I -I -I 1 ~800 

草者

4宅

麗

三土日一旦！？一仁里」－~＋－ I＿十I+ 1. _-:-_ J _-_ I二」－上二J_- I －卜J-_ f _ 1.~千
二十五日目｜ 怖（怖 い＋｜＋ 卜 1ート ト I-J二 ｜三l-=_l_-Iーにと

_,, 
；；（•キ脅さ｛特明骨訴で陸胡 ←一一

t; 

。，、

同一・ー・一刻懸緩い0異「bh かλJO・同袋穏装

同一一一一－栴j鴬縫 いo~至「 b .I:-. t、 λ ＿；Q・桝~却さ話

回 ー ー一 例豊富＊トo~ミ－ "' .I:-. ＊＇ λ 」0 ・ l;:j~;lj;!主主

第＋表甲 .5ccm.注射家兎 No.56 （第十回I参照）

血 清 稀際皮（倍数）｜却 I40 I 50 I 80 I 100 I 2¥lO I 400 I 500 I別oi 1.0川2.000[ 4.州 5伽！蜘 穂

血清制使胞（純） I ,051判，02i ,o刈，01 I 叫州，0~2 i ,001251山。ω｜，叫o叫幣I~ 

玉王子函汁江戸T~~「1.0 I J.O I ］止~l－~~13~1.l王lゴ－~I~三一
法謝竺J空_J__ +j二」ニL二上三一｜二一｜でーし＝－－J二ーににじ」二上竺
」｜三日目｜情 f++l+f+l-1-1-1『｜一I-I -I -I -I -I i-500 

I疑

組員補~ 【国語 調停】 E室 凶 i 111.11 ~ 〈総 l~ 事長 同：吋）



総｝司~ 【園陸 柳】 ~ on 111mo （終4~官房 併に）

五日目 ｜怖｜榊｜情 1++1+1-1-1－－ぞ｜ー I-I -I -I「 I-I 1.550 法
集 ヒ日目｜制｜情｜怖｜情 ！＋＋｜＋｜＋ ！『［一 I-I -I -I一I-1 1.530 
反 射 十日目｜併｜が ｜朴｜怖｜怖｜＋＋ ｜＋＋ ｜一I-I -I一｜－｜一I_ I 1.500 
穂、

1-.:n:日目｜併 ｜悦｜榊｜制 ｜情I++ I + I -I -I -I -I -I -I -I i.5so 
後 二十日目 ｜情｜怖｜情 ｜惜｜併1++1+1-1-1-1一｜ー｜一 I-J 1;t100 

二十五日目 ｜怖｜ 併｜併｜情｜怖｜＋＋ ｜-1-1-1-1-1-1 一｜ 一I l.550 
第＋表乙 F.Kl.O+Lワクチン寸0.5ccm.注射家兎 No.53 （第十個E参照）

血清稀縛度（鰍） ｜勾 I40 I 50 I 80 I 100 I 200 I 400 I 500 I soo 11州2州 4州品川棚 惚

血清絶蜘周盆阿川｜醐｜田，,o判。1I 醐｜蜘｜ 冊｜曲1251 阻 ｜州州側降~ i 
標準菌液（路） I i.o I i.o I i.o J i.o I i.o I i.o I i.o I 1 .o I i.o I i.o 1 i.o J 1.0 I i.o I 1.0 

｜注 射 前 l++l++l_+I一1-=-J－卜｜ －卜 ｜－ ト I-I ・－＝ 卜＿＿I I竺
凝 三日目｜併 ｜畔i悦 l++l+l-1-1-1-1一I-I -Iー’I-I l.600 

注 五日目 ｜情！怖 ｜榊｜僻｜併｜＋｜ ｜ーI-I I -I→｜ I I I醐
集 七日目｜怖｜叶 ｜情｜情｜怖｜＋＋｜＋｜＋｜一｜一 I-I -I -I 
反 射 十日目｜併 1情｜併 ｜併｜併l+j+J-1-1-1-1-1一I-I i.500 
際、

十五日目｜情 ｜怖｜情｜併 ｜＋＋ ｜＋｜一 ｜一l-l-1-1-1-1-11ぬO
後 二十日目｜併！情 ！榊｜＋＋ ！＋＋｜ ＋｜一 ｜一｜一｜ －｜一 I-I -I -I I.aoo 

二十五日目 ｜怖｜怖｜ 併｜＋＋ ｜+j+l-1-1-1 一I -I -I -I -I i.300 
•＋表丙 食fi!1)d.O+Lワクチン吋0.5ccm.注射家兎 No.51 （第十圃E参照）



血清裕一劃｜却 ｜川同 Iso I川醐｜棚！醐｜醐 11醐 J2.醐｜錯誤i部i盟

血清制使用量〈銘） I ,05 I，凶51,02 1.0125 I ,01 I .側｜，附I,002 1.00吋，001j ,0005 : 烹

標準蘭液（耗） I i.o I 1.0 I i.o I 1.0 I i.o I i.o I i .o I 1.0 j i.o i i.o J i.o 1 i.o / i.o / 1.0 き

法舷前い＋ ｜＋｜＋ ｜ー I-1 7 l -I -I -I一｜←I-I -I I 1脚

凝
三回目｜山＋｜で ＋｜ ！ ｜ 卜j － ，~－－） ｜ゴ 1. 同

注五日目 ｜肝｜怖｜俳｜怖 ｜廿ト ＋ ｜ 一 ｜ ー ト 1~ 1-1 - 1 - 1 -
集 七日目 ！情｜ 叶｜併！併 ｜什I+ I -I -I -I I -I -I -I -/ i.s50 

1丈 射 十日目l梢｜情｜情 ｜情Itt I + I -I -I -I ｜一I-I ~ I -I 1 . ooo 

憾
十五日目 ｜情 ｜刑｜悦 ｜情 I++ I + I -I -I -I -I -I一｜で｜ 一 11.950 

後 二十日目｜情｜叶 i併｜併 I++ I + I -I -I -l -I -I一｜－ ｜一 I 2 ()i 

二十五日目｜怖｜情｜怖 l併｜++ I + I -I -I -I 一｜ － ｜ 一1 - I -I 2.200 
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終判毒事 【E量得】 鐙 叩 l 11 !itt I I 〈終K奇異 同〈）

第＋ー表甲 N.Fl.O+Lワクチン寸0.5ccm.注射家兎 No.58 （第十一個I参照）

血 清 稀 穆 度(i音数） I 20 ¥ 40 I 50 I so I 10川200J 400 I 500 I soo 11州 2州 4.00015叫封照l穂

一時叫品川｜回 1,01ぉ1,01 I山｜叫｜仰い1蜘｜吋刊更
標準筒液（絡） I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1 0 I 1 0 さ

射前｜朴 I+ I + I -I -I -I -I -I -I -I -I -l -'':I' -I (i.750 

凝
｜三日目 i惜 I, : I→I -I -I -I -I一I-I -I -I ~ I -Iード1.700

注 以日目｜竺 l市 i't汁｜＋＋ ｜＋｜ γ ｜一｜一 I-I -I -I -I -I -I 1. 0( 

1長 七日目｜知｜情［怖｜情 ｜吋 ｜＋｜－｜一｜一 I-I -I -I一｜ー I1.600 

反 射 十日目｜情 l併｜俳 l静 IHI+ Iー｜一｜一｜ー｜一 I-I -I -I 1明。

際
十五日目｜情 ｜併｜怖｜情 1刑｜朴 ｜一｜－｜一 I-I -I -I -I一Ii.soo 

後 二十日目｜併 ｜怖｜情｜併 i情｜情 IH I -I -I -I一I-I -I -I i.s50 

二十五日目｜例｜情｜怖｜情 i情｜併 ｜＋＋｜ 一I -I -I 一｜ 一I -I -I l.!JOO 

第＋ー表乙 l~.Kl n＋ιワクチン勺0.5ccm.注射家兎 No.54 （第十一国I参照）

襟度（慨） 1 20 t 40 I 50 I so f10oJ:2oo下山150可雨下石戸石「ぷJ5川市司憾

－；；；：；；；；両日！日｜｜可~！~~·＇川州~！ L~
I~五：~－M fir-IYいι－~ ,-=-－，可二 ｜二 （ごτ I-J＿一f--1 -I一日 記長

引－「三日両川－ ffi-1 日｜＋＋ 「工－1=-Iて「＝－~1二 I ..._, L～ ｜て｜二 r-=--11-G50 
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ナ

y
雨
者
ノ
毒
力
二
知
ド
相
等
シ
ト
見
倣
シ
得
ペ
シ
。
従
－
プ
余
等
A

本
質
駿

－一
於
－
プ
A

先

－
一
余
等
ノ
論
ジ
タ
w
F

『
毒
力
同
一
ナ
Y
傑
件
ノ
下
－
一
賓
験
ヲ
遂
行
ス
ペ
キ
毛
ノ
』
タ
Y
傑

件
ヲ
満
足
セ
シ
メ
得
タ
リ
ト
信
ズ
。

斯
ノ
如
キ
見
地
－
一
立
チ
ア
質
験
結
果
ヲ
観
察
ス

Y

－
一
賓
駿
第
一
・
二
・
一
ニ
ヲ
遁
ジ
ア
同

量
ノ
腸
窒
扶
斯
菌
ー
ワ
ク
チ
ン
」
－
一
同
名
菌
生
滅
液
ア
混
和
ジ
タ
Y

毛
ノ
ヲ
免
疫
元
ト
シ

ヌ
動
物
－
一
注
射
シ
タ
Y

－
品
免
疫
凝
集
素
ノ
産
生
』
ナ
Y
現
象
三
一
重
ノ
意
味
－
一
於
ア
影

響
セ
ラ
レ
タ

9
。
y
f
一
A

劉
照
ニ
比
シ
－
プ
免
疫
凝
集
素
ノ
康
生
ガ
時
間
的
早
期
－
一
脅

現
セ

Y

2
ト
ユ
ジ
ア
他
A

産
生
凝
集
素
量
ガ
割
問
照
ヨ
リ
ノ
モ
高
度
ナ
η
ノ
シ
コ
ト
ナ

y
。
夏

ニ
コ
ノ
関
係
A

同
量
ノ
「
ワ
ク

チ
ン
」
ニ
案
滞
液
ヲ
混
和
ジ
タ
U
F

モ
ノ
ヲ
免
疫
元
ト
ナ
シ

タ
Y
時
ユ
於
ア
最
モ
著
明
ニ
顕
現
セ
ラ
レ
、
免
疫
凝
集
反
謄
A

「
ヲ
ク
チ
ン
」
四
一
生
理
的

食
韓
水
注
加
ノ
場
合
A

勿
論
之
ュ
生
櫨
披
ヲ
加
ヘ
タ

Y
モ
ノ
ヨ

7
モ
造
－
一
高
度
－
一
且
ツ

一
二
四
七

（
第
六
時
蜘

六一－一〉



第
五
谷

F『

原

著
、~

勝

呂

一
二
四
八

〈第
穴
務

六
凶
〉

早
期
－
一
現
A

レ
タ
ソ
。

蓋
シ
同
一
量
ノ
「
ワ
ク
チ
ン
」

ニ
同
名
菌
生
乃
至
煮
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ノ
見
疫
元
性
物
質
ノ
分
量
ト
毒
カ
ト
A

車
－
一
「
ワ
ク
チ

ン
」
加
食

臨
水
ノ
ミ
ノ
見
疫
元
性
物
質
ノ
分
量
ト
毒
カ
ト
ヨ

y
モ
稿
々
大
ナ
Y

ガ
故
ュ
前
雨
者
－
一

ヨ
y
－ア
産
生
セ
ク
レ

タ
M
F

見
疫
凝
集
素
ガ
後
者
ノ
場

合
ヨ

9
モ
円
分
量
的
ュ
大
ナ
9
シ
A

営
然
ナ

y
。
但
ジ
コ
ノ
際
免
疫
元
ノ
毒
カ
ヲ
顧
慮
ス
ペ
キ
事
ノ
重
要
ナ
w
F

事
A

貫
験
第
三
－
一
一
於
－
ア
示
ナ
レ
タ

リ
ノ
。
コ
レ
ニ
閥
ジ

4

プ
A

後
ニ
詳
述
ス

Y
所
ア
M
Y

可
U
M

（第
十
四
表
塞
照
）
。

斯
ノ
如
ク
「
ワ
ク
チ
ン
」
－
一
生
乃
至
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ノ
輿
ヘ

タ
Y
兎
疫
凝
集
債
ガ
原
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ノ
ミ
ノ
示
シ

タ
M
Y

見
疫
凝
集
債

ヨ
リ
毛
大
ナ
リ
ノ
ジ
事
A

兎
疫
元
性
物
質
量
ノ
増
大
ト
毒
カ
ノ
増
強
ト
ニ
ヨ
リ
ア
理
解
セ
－
y
y
v
w
F
モ
ベ
ワ
ク
チ
ン
」
加
生
乃
至
業
漉
液
ヲ
兎
疫

0

0

0

0

0

3

0

 

元
ト
ナ
ジ
タ
Y
際
ニ
「
ワ
ク
チ
ン
」
加
食
糧
水
ノ
場
合
ヨ
リ
三
免
疫
凝
集
素
産
生
ノ
ヨ
リ
早
期
－
一
後
現
シ
来
リ
タ
Y
理
由
一
A

奈
遁
－
一

在
官
ノ
ヤ
。

夫
レ
後
天
的
免
疫
後
生
ノ
機
轄
－
一
際
シ
－
7

A

庚
義
喰
細
胞
ノ
食
喰
作
用
ガ
主
役
ヲ
演
ズ
M
F

モ
ノ
ナ
Y
事
A

巳

ニ一
週
ペ
タ
U
F

ガ
如
シ
。
サ
レ
バ

免
疫
元
ナ
リ
ト
シ
－
プ
注
射
セ

ラ
レ
タ
U
F

物
質
ガ
喰
細
胞
一
一
好
適
ナ
Y
刺
戟
ヲ
輿
へ
之
－
一ヨ
η
ノ
ア
食
喰
消
化
セ
ラ

y

y
事
ガ
早
ケ
レ
バ
早
キ
程
、

叉
タ
y
ノ
分
量
ガ
大
ナ
レ
バ
大
ナ
u
y

程
、
ツ
レ
丈
免
疫
ノ
獲
得
A

早
ク
且
ッ
強
大
－
一
一
管
マ

y
、
モ
ノ
ナ
η
ノ
。
今
ヤ
腸
窒
扶
斯
菌
「
ワ
ク
チ
ン
L

－一

同
名
菌
培
養
生
・
業
協
液
ヲ
混
和
ジ
タ
Y

毛
ノ
ヲ
免
疫
一
冗
ト
ナ
ジ
タ
Y
際
－
二
、
同
「
ヲ
グ
チ
ン
」
ニ
食
掛
水
ヲ
加
ヘ
タ
U
Y

モ
ノ
ヲ
見
疫
元
ト
ナ

0

0

3

0

 

シ
タ
Y

モ
ノ
ヨ

y
モ
ヨ

y
早
期
－
一
且
ッ
強
大
－
一
一
免
疫
凝
集
反
感
ヲ
輿
ヘ

タ
リ
ノ
。
コ
レ
「
ワ

ク
チ

ン
」
加
腸
窒
扶
斯
菌
培
養
生
乃
至
養
源
液
ガ
白

血
球
ニ
向
ヅ
ア
適
嘗
ナ
Y
刺
戟
ヲ
奥
へ
矯
－
一

貧
喰
作
用
旺
盛
ト
ナ

y
－
プ
白
血
球
ノ
喰
燈
消
化
作
用
ガ
早
グ
且
ッ
旺
盛
－
一
行
A

V

、
従
ey
免
疫

凝
集
素
ノ
接
現
ガ
早
期
－
一
叉
強
大
－
一
行
A

レ
シ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
。
之
－
一
反
ジ
「
ワ
ク
チ
ン
」
－
一食
瞳
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ニ
在
η
ノア
A

白
血
球
－
一

割
シ
－
プ
奥
ブ
Y
通
営
ナ
u
y

刺
戟
ガ
爾
他
ノ
場
合
ヨ
リ
モ
微
少
ナ
Y
ガ
矯
－
一
、
見
疫
一
冗
ガ
白
血
球
ノ
貧
喰
作
用
ア
受
ク

Y

事
選
ク
且
ッ
小
－
一
ジ

ア
従
－
7
見
疫
凝
集
素
ノ
産
生
モ
亦
遅
延
シ
且
ッ
小
量

－一現
A

レ
タ
Y

モ
ノ
ト
理
解
セ
ザ
Y
ペ
カ
ラ
ズ
。

斯
ノ
如
竺
』
ワ
ク
チ
ン
」
ニ
生
乃
至
業
浦
被
ア
混
和
シ
タ
U
Y

モ
ノ
ノ
兎
疫
元
性
能
働
力
A

明

ニ
「
ワ
ク
チ
ン
」
加
食
膿
水
ノ
兎
疫
元
性
能
働
力

ヨ
P
モ
大
ナ

y
シ
ガ
、
余
等
A

進
ン
デ
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ニ
生
及
ピ
実
憾
被
ヲ
加
ヘ
タ
U
Y

モ
ノ
ノ
中
其
ノ
何
レ
－
一
於
－
プ
兎
疫
凝
集
素
A

時
間
的
ユ
早



期
ζ

叉
強
大
－
一
産
生
セ
ラ
レ
タ

y
シ
カ
ヲ
追
究
セ
ザ
Y

ペ
カ
ラ
ズ
。
第
十
四
表
ノ
値
A

ヨ
ク
此
ノ
間
f

消
息
ヲ
明
白
ナ
ラ
シ
ム

Y

モ
ノ
ユ
シ

ァ
、
本
表
ヲ
観
察
ス
ル
ー
時
A

金
賞
験
ヲ
遁
ク
ア
業
鴻
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
A

生
鴻
液
加
「
ヲ
ク
チ

γ
」ヨ
u
ノ
モ
優
秀
ナ
Y
兎
疫
元
タ
U
F

コ
ト
ヲ
知

y

得
ペ
シ
。

表

｜ 平均凝集償〔血清柵皮（倍数）〕

Lワクチン守 注 射 後

十5 註射前三日目｜五日目｜七日目｜十日目It五日｜百十日｜詰五

日 o.::I 43 I 166 I 400 I伽 I300 I 266 I 266 I 266 
N.F 0.5 I 60 I山！附I53311州 1制 ji.360 J 1.033 

N.F 1.0 ) 60 I 76 I 233 I 3ぉ I333 J 333 I 333 I 333 
o.a I :::3 I 166 I 430 I soo I 300 I 266 I 2661 制

ほ o.5I 36 I 166 J 1州 1叫 6661 500 I附 I433 

F.K 1.0 I 50 I 133 I 266 I 433 I 3331 266 I揃 I266 

食礎71'o.sJ 66 I 100 I 166 I 166 I ioo I 93 I 100 I 93 
食堕水o.51 60 J 10 I 200 I 266 I 166 I 133 I 1661 附

食盤水1.0 46 I 60 I 2::s I 2661 200 I 150 J 150 J 140 

四＋ 第

郎
テ
質
駿
第
一
ニ
於
－
プ
A

注
射
後
三
日
目
ノ
血
清
凝
集
債
A

生
・
業
瀦
液

加
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
場
合
共
－
一
相
等
ジ
カ

y
シ
毛
五
日
目
・
七
日
目

二
於
ア
A

業
瀦
液
加
「
ワ
ク
チ
ン

ι
ノ
場
合
－
一
於
－
ア
明
白
ニ
大
ナ
η
ノ
キ
。
夏
－
一
貫
験
第
二

及
ピ
第
ゴ
了
一
炉
、
，
y
A
業
漏
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
動
物
ノ
奥
ヘ
タ
Y
免
疫
凝
集
素

ノ
量
A

注
射
後
三
日
目

ニ
－
プ
モ
、
五
日
目
ニ

－プ
毛
、
勝
タ
又
七
日
目
ラ
プ
モ
、

生
鴻
液
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
動
物
ノ
奥
ヘ
タ
Y
血
中
産
生
凝
集
素
量
ヨ

y
毛
顕
著

ニ
大
ナ
η
ノキ。

抑
制
ア
考
フ
Y

ニ
余
等
A

質
験
第
一
ニ
於
－
7

A

「
ワ
ク
チ
ン
」

0
・
五
括
－
一
生

乃
至
実
摘
液
0
・
三
蛇
ア
添
加
シ
、
貫
駿
第
二
ニ

於－
Y
A
「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・五

耗
ニ
生
乃
去
費
鴻
液
0
・
五
括
ヲ
加
ヘ
ア
貫
験
ヲ
行
ヒ
タ
7
0

而
ぞ
プ
y
ノ
結
果
A

質
験
第
二
ノ
生
乃
至
養
強
液
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ノ
輿
へ

タ
w
y

見
疫
血
清
凝
集
債
A

貫
験
第
一
ノ
生
乃
至
煮
瀦
液
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ノ
産

生
セ
シ
メ
タ
Y
凝
集
素
ノ
債
ヨ
リ
ノ
モ
造
二
高
カ
リ
ノ
キ
。

由
是
観
之
貫
駿
第
一
－
一
於
ア
生
櫨
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
典
ヘ
タ
Y
凝
集
債

d
N

業
櫨
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
輿
ヘ
タ
w
y

凝
集
債
ヨ

y
毛
低
カ

y
シ
A

、
前
者
ノ
毒
力
ガ
過
大
－
一
失
ジ
ア
動
物
ア
中
毒
セ
シ
メ
従
ア
生
漏
液
加

「
ワ
ク
チ
ン
」
動
物
A

全
幅
ノ
カ
ヲ
奉
グ
ア
免
疫
現
象
－
一
興
カ
Y
事
ア
得
ザ
リ
ジ
ニ
A

非
ズ
、
賞
畳
一
生
櫨
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
中
－
一
A

第
五
巻

F「
原

著
、」

勝

呂

「
イ
ム
ベ
ヂ

一
二
凶
九

〈
第
六
競

六
五
）



第
五
巻

F『

原

著
........ 

勝

呂

一
二
五

O

〈第
六
貌

六
六
）

ン
」
ノ
合
有
セ
ラ
w
y

、
ア

2
7喰
盤
作
用
ア
阻
害
セ
y
d
N
錦
－
一
免
疫
元
材
料
ガ
異
－
一
兎
疫
元
ト
シ
ア
利
用
セ
ラ
Y

、
事
業
櫨
液
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」

ニ
及
バ
ザ
リ
ジ
ノ
致
ス
所
ナ
リ
ノ
。

夏
ニ
賓
験
第
三
－
一
於
ア
余
等
A

「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・
五
括
－
一
生
乃
至
業
漉
液
了

O
括
ヲ
混
和
U
J

－
プ
以
ア
見
疫
元
ト
ナ
シ
タ
Y

－
一
、
ッ
ノ
雨
者
ノ

産
生
セ
ジ
メ
タ
Y
血
清
縫
集
償
A

賓
験
第
一
及
第
二
ニ
一
於
ア
生
乃
至
業
鴻
液
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ノ
奥
ヘ
タ
Y
血
清
凝
集
債
－
一
及
バ
ザ

y
キ
。是
レ

賓
ニ
重
要
ナ
Y
所
見
一
一
ジ
ア
、
唯
ダ
徒
ラ
三
免
疫
元
ノ
分
量
ア
増
加
ス
レ
バ
ト
ア
ソ
レ
ニ
相
膝
シ
ア
盆
々
多
量
ナ
Y
兎
疫
鱒
ノ
産
生
ヲ
促
ジ
得

Y

毛
ノ
－
一
非
ズ
。
兎
疫
元
量
f

一
定
限
度
以
上
ノ
増
量
従
ア
之
－
一
件
y
兎
疫
元
毒
力
ノ
過
大
A

反
封
－
一
免
疫
獲
得
ノ
程
度
ヲ
弱
小
ト
ナ
シ
・
来

ス
コ
ト
ヲ
指
示
ス
Y

ノ
所
見
ナ
リ
。
宛
カ
モ
是
v
踊
取
ス
Y
食
餌
ノ
分
量
ガ
一
定
限
度
ヲ
超
過
ス
Y
時
A

却－
Y
替
養
上
害
ア
ソ
テ
’効
無
キ
ガ
如

キ
ト
一
般
ナ
ソ
。
滋
養
物
ナ
レ
バ
ト
ア
ソ
レ
ヲ
過
大
－
一
興
へ
、
見
疫
元
ナ
レ
バ
ト
ア
ソ
レ
ヲ
過
大
一
注
射
ス
Y
ガ
如
キ
A

思
A

ザ
Y

ノ
甚
ダ
シ

キ
モ
ノ
ナ

y
。

斯
ク
シ
ア
余
等
A

3

ノ
見
疫
元
量
ト
免
疫
鰹
産
生
ノ
程
度
ト
ガ
一
致
蓮
行
ス
Y
場
合
（
貫
験
第
一
及
ピ
第
二
）
ト
前
者
ノ
増
量
ト
後
者
産
生

ノ
分
量
ト
ガ
互
－
一
逆
行
シ
－

Y
場
合
（
賓
験
第
三
）
ト
ヲ
遁
ジ
、
郎
チ
鳥
潟
数
授
ノ
所
謂
抗
韓
抗
元
第
一
型
結
合
律
ノ
各
位
相
－
一
就
キ
ア
生
・
柔

雨
滅
液
ノ
免
疫
元
性
能
働
力
ノ
大
小
強
弱
ヲ
追
究
ジ
タ
Y

ナ
y
。

夏
ニ
換
品
一
一
口
ス
レ
バ
「
フ
ク
チ
ン
」
加
生
滅
液
ト
「
ヲ
ク
チ
ン
」
加
美
浦
液
ト
ヲ
見
疫
元
ト
シ
－
プ
使
用
ジ
タ
Y
場
合
ノ
（
同
一
用
量
、
同
一

毒
力
）
極

恥
的
除
集
勲
産
小

7
ぃ
二
於
戸
一
用
者
ノ
ゐ
か
一
P
骨
能
動
か
わ
和
岳
プ
P
膨
れ
、
必
戸
一
骨
骨
骨
・
紗
「

vrvJJ」
掛
か
仲
h
r
p舟
骨
一
一於戸

p
p

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
．
、
、

減
液
加
1
7
ク
チ
ン
」
ヲ
凌
駕
ス
U
F

コ
ト
ヲ
確
誇
シ
得
タ
Y

モ
ノ
ナ
η
ノ。

向
ホ
質
験
第
一
、
第
二
及
ピ
第
コ
マ
ノ
遁
ジ
ア
免
疫
縫
集
反
感
ノ
最
毛
強
大
－
一
義
現
セ
Y
時
期
A

生
乃
至
柔
鴻
液
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
及
ピ
食
堕
水

加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
何
V

ニa

プ
モ
注
射
後
七
日
目
ナ
リ
キ
（
貫
験
第
一
一
ノ
生
滅
液
加
寸
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
場
合
A

異
例
－
一

周
ス
可
uv

）
。
郎
チ
見
疫
説
集

素
産
生
－
一
閥
シ
ア
A

ソ
ノ
免
疫
的
機
轄
A

大
穂
免
疫
一克
注
射
後
一
週
間
以
内
ニ
殆
ド
完
成
セ
ラ

y
、
毛
ノ
ト
考
へ

－y
y
。
而
シ
ア
コ
ノ
期
間
－
一

般
ア
血
中
産
生
凝
集
債
山
上
－
一
通
ペ
タ
y
d
μ

如
ク
業
鴻
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
動
物
－
一
一
於
ア
頴
著
－
－
大
ナ
リ
キ
。
十
日
目
以
後
－
一
於
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華
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事民同~ 【田監 縛］ 自主 a{l 111同g （揺を4く費量 ギ0)

Von einer 48-sti.indigen Agarkultur von Typhusbazillen haben ¥vir auf die sonst gleiche Weise, wie in unserer I. 

Mitteilung er・＼＼＇ahnt,N.F. und F.K. 3o' hergestellt, um ihre Einwirkung auf die mittels der Injektion der Typhus-Vakzine 

zu erzielenden Erzeugung des Agglutinins bei Kaninchen zu studieren. Die Versuchsergebnisse sind in folgender Tabelle 

zusammengestellt. 

Durchschnit1licher Agglutinintiter beim: 

0,5 ccm Vakzine war Serum nach Einspritzung des Immunogens, u. z. am 
l'ermisch t mit 

IVo… 3・ 5・ 7. 10. 15. 20. 25守 Tag

0,3 ccm N.F. 43 166 400 433 300 266 266 266 

0,5 ccm N.F. 6o II6 966 533 136o 136o 1360 1033 

1,0 ccm N.F. 6o 76 233 333 333 I 333 333 333 

0,3 ccrn F.K. 33 166 430 50コ 3四3 266 266 266 

0,5 ccm F.K. 36 166 1066 1460 666 500 566 433 

1,0 ccm F.K. 50 133 266 433 333 266 266 266 

0,3 ccm NaCl Lo日 ng 66 100 166 166 JOO 93 100 93 

0,5 ccm NaCl-Losung ∞ 70 200 266 166 133 166 166 

1,0 ccm NaCl-Losuug 46 6o 233 266 200 150 150 140 

Aus den Versuchsergebnissen geht folgendes hervor : 

1) Der Zunahme der N.F bzw. F.K.-Mengen entsprechend wurde auch eine grossere Agglutininmenge erzeug仁

Dieser Zunahme war eine Grenze gesetzt, indem die Vergrossenmg von N.F. bzw. F.K. iiber 0,5 ccm bis r,o keinen 

Anstieg des Agglutinintiters mehr, sondern eine Verminderung desselben verursachte. Somit ware gezeigt, dass wir den 



ganzen Verlauf der Agglutininbildung, d. h・sowohldie aufsteigende, al日 auchdie absteigende Phase der Antikorp 

ererzeugung verfolgt haben. 

2) Bei der oben erw孟hntenVerfolgung der ganzen Phasen der Antikorpererzeugung stellten wir fest, dass F.K. 

301 gegrniiber N.F. cine bedeutend grosscre Erzcngzmg des Agglutinins crbrin,<;t. 

3) D吟 Ergebn吉estimmen mit der 

erscheim g bei f三悶暗u山I d巴日 A1巾い叩ersim zirkuli 

総同~ 【帳柳】 苦皇 凶 111同財 （事長4（費量 .μ 1) 

守、


